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観
は

じ

風

整

俗

使

主
と
し
て
、

征
服
王
朝
と
し
て
の
清
朝
が
順
治
入
闘
し
て
以
後
、
三
代
目
の
君

め

王
朝
の
礎
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
と
い
わ
れ
る
躍
正

乾
隆
以
後
に
引
つ
が
れ
た
も
の
と
し
て

帝
の
敷
々
の
治
績
の
中
、

『
奏
摺
政
治
』

『
養
廉
銀
』
な
ど
に
つ
い
て
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

き
て
、
薙
正
帝
が
力
を
注
い
だ
政
治
の
中
で
見
逃
す
こ
と
が
出
来

な
い
も
の
の
一
つ
に
、
父
康
照
帝
の
施
策
を
引
つ
い
だ
思
想
統
制
、

特
に
生
員
唐
に
謝
す
る
き
び
し
い
取
締
り
が
事
げ
ら
れ
る
。
康
照
帝

の
聖
論
十
六
保
を
敷
桁
し
た
『
聖
識
庚
訓
』
、
更
に
は
、
『
御
製
朋

黛
論
』
な
ど
が
そ
の
事
績
の
一
つ
と
し
て
蔑
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
思
想
的
主
導
檎
を
一
層
強
力
に
駆
使
し
、
濁
裁
政
治
に

孜

横

裕

山

男

更
に
確
固
た
る
足
場
を
奥
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
躍
正
時

代
に
お
け
る
思
想
統
制
に
つ
い
て
は
、
小
野
和
子
氏
に
詳
し
い
論
考

①
 

が
あ
り
、
又
、
こ
れ
に
関
連
し
て
『
皐
臣
制
』
の
改
革
に
つ
い
て
荒

@
 

木
敏
一
氏
の
論
考
が
あ
る
。
こ
こ
に
取
上
げ
た
問
題
は
、
薙
正
時
代
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に
ご
く
短
い
期
間
、
漸
江
・
福
建
・
湖
南
・
慶
東
の
四
省
分
に
限
っ

て
設
置
さ
れ
た
『
観
風
整
俗
使
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『
観
風
整
俗

使
』
は
清
一
代
を
遁
じ
て
薙
正
時
代
特
有
の
も
の
で
、
地
方
の
風
俗

潰
滴
な
る
を
放
置
し
た
ま
ま
、
民
、
が
重
罪
に
陪
っ
て
後
に
之
に
刑
を

加
え
る
の
は
ま
こ
と
に
忍
び
な
い
、
何
と
か
之
を
正
し
て
全
人
民
を

一
様
に
濁
裁
君
主
の
威
光
の
も
と
に
立
た
せ
た
い
と
い
う
薙
正
帝
の

『
善
意
』
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
設
置
を
み
た
省
分
が
何
れ
も

何
ら
か
の
意
味
で
濁
裁
君
主
政
治
途
行
上
に
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た

地
方
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
聞
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。



荒
木
氏
は
観
風
整
俗
使
の
設
置
を
拳
匡
制
の
改
革
に
関
連
し
て
取

上
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
史
料
は
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、

『
薙
正
珠
批
論
旨
』

l
以

下
珠
批
論
旨
と
略
稽
ー
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
、
こ
れ
を
補
う
も
の

と
し
て
『
大
清
世
宗
憲
皇
帝
貫
録
』

l
世
宗
貫
録

l
及
び
『
薙
正
・

東
華
録
』
が
あ
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
『
清
史
稿
』
は
、
世
宗
本
紀
に
漸

江
・
慶
東
に
於
け
る
設
置
及
び
湖
南
に
於
け
る
裁
去
に
つ
い
て
述
べ

設
置
・
裁
去
の
事
情
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
と
こ

ろ
が
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
嘉
正
一
代
に
限
り
特
有
の
も
の
と
し

て
の
存
在
が
か
か
る
結
果
を
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
叉
、
『
清
稗

類
紗
』
は
幻
考
試
類
及
び
幻
爵
秩
類
に
於
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
ケ
所
、
ず

つ
ふ
れ
て
居
る
。
ど
ち
ら
も
漸
江
の
場
合
で
あ
り
、
記
述
に
も
混
凱

て
居
る
に
す
、
ぎ
ず
、

が
み
と
め
ら
れ
一
次
的
な
史
料
に
は
な
り
得
な
い
が
、
し
か
し
、
設

置
の
事
情
を
知
る
手
が
か
り
と
ほ
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
代
限

と
い
う
運
命
を
に
な
っ
た
に
せ
よ
、
観
風
整
俗
使
の
存
在
は
薙
正
政

治
史
の
一
面
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い

と
思
う
の
で
、
蒐
集
し
得
た
史
料
の
範
圏
内
で
拙
考
を
展
開
し
よ
う

と
思
う
。
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私
た
ち
が
最
も
は
や
く
観
風
整
俗
使
の
設
置
の
記
事
に
出
遇
う
の

は
、
世
宗
貫
録
巻
四
八
・
嘉
正
四
年
冬
十
月
甲
子
に
繋
け
ら
れ
た
漸

江
に
於
け
る
設
置
の
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

論
九
卿
等
。
股
聞
漸
省
風
俗
漬
滴
、
甚
於
他
省
。
若
不
力
局
整
頓

挽
回
、
及
其
陪
於
重
罪
、
加
之
以
刑
、
貫
有
不
忍
。
股
意
、
専
遣

一
官
、
前
往
漸
江
、
省
間
風
俗
、
稽
察
姦
僑
、
臆
勘
導
者
勘
導

之
、
慮
懲
治
者
懲
治
之
、
務
使
紳
衿
土
庶
、
有
所
倣
戒
、
重
除
浮

薄
茸
凌
之
習
、
踊
於
謹
厚
、
以
昭
一
道
同
風
之
治
。
其
如
何
設
立

街
門
、
錆
給
開
防
之
慮
、
著
詳
議
具
奏
。
尋
議
。
査
、
唐
貞
離

中
、
置
観
風
俗
使
‘
巡
省
天
下
、
観
風
俗
之
得
失
。
今
遣
官
前
往

漸
江
、
省
間
風
俗
、
稽
察
姦
儒
、
躍
援
箆
漸
江
等
魔
観
風
整
俗

使
、
錆
給
開
防
、
以
重
職
守
。
従
之
。

O
以
前
南
皐
政
・
光
龍
寺

卿
王
園
棟
、
震
漸
江
親
風
整
俗
使
。

- 95 ~ 

と
あ
り
、
嘉
正
帝
の
費
意
が
九
卿
の
立
案
を
経
て
貫
現
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
初
代
の
使
に
は
王
園
棟
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
漸
江
が
土
風
の
悪
い
こ
と
に
か
け
て
は
定
評
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
捨
て
お
く
こ
と
は
天
子
と
し
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て
忍
び
な
い
と
い
う
に
あ
っ
た
。
漸
江
で
あ
る
程
度
の
効
果
が
あ
が

れ
ば
、
順
次
他
に
も
及
ぼ
そ
う
と
い
う
試
み
と
し
て
の
第
一
着
手
で

も
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
文
中
に
「
紳

衿
土
庶
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
調
書
人
に
重
貼
が
あ
る
ζ

と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
世
宗
貫
鋒
・
単
位
四
八
・
務
正
四
年
九
月
丁
巳
に
、

論
内
閣
e
i
-
-
-
股
観
今
日
之
士
、
雄
不
乏
閉
戸
動
修
讃
書
立
口
問
之

人
、
而
蕩
槍
除
閑
不
顧
名
節
者
、
亦
復
不
少
噌
或
出
入
官
署
、
包

欺
塵
卒
民
。

揖
詞
訟
。

或
抗
遠
鏡
糧
、

窺
覗
園

或
武
断
郷
曲
、

法
。
或
代
民
納
謀
、
私
潤
身
家
。
種
種
卑
汚
下
賎
之
事
、
難
以
悉

数
。
彼
震
民
者
、
見
土
子
語
調
聖
賢
之
書
、
而
行
止
尚
且
如
此
、

則
必
薄
待
讃
書
之
人
、
而
弁
且
軽
調
聖
賢
之
書
突
。
士
習
不
端
、

民
風
何
由
而
正
。

と
み
え
る
よ
う
に
、

風
俗
の
源
は
讃
書
人
に
あ
り
と
す
る
観
貼
か

ら
、
立
場
を
利
用
し
た
調
書
人
の
数
々
の
不
行
跡
の
取
締
り
に
つ
い

て
は
か
ね
て
か
ら
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
務
正
帝
が
、

テ
ス
ト
・
ヶ
l

ス
と
し
て
悪
い
こ
と
に
か
け
て
は
最
も
定
評
の
あ
る
、新
江
を
選
ん
だ

@
 

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
清
稗
類
紗
・
幻
・
考
試
類
「
世
宗
復
漸
人

新
江
に
於
け
る
観
風
整
俗
使
の
設
置
に
つ
い
て
ふ

れ郷
、曾

試
」

務
正
丙
午
(
四
年
〉
世
宗
以
漸
人
査
嗣
庭
・
在
景
旗
詩
文
惇
逆
、

風
気
悪
薄
。
於
是
、
詔
罷
漸
江
春
秋
貢
土
"
戊
申
(
六
年
)
。
設
観

以
訓
之
。
時
奉
命
持
節
至
者
、
震
大
宗
丞
・
奉
天
王

風
整
俗
使
、

園
棟
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
、
設
置
を
薙
正
六
年
に
か
け
て
い
る
の
は
あ
や
ま

り
で
あ
る
が
、
同
じ
く
清
稗
類
紗

-
u
・
爵
秩
類
「
漸
江
観
風
整
俗

@
 

使
」
が
設
置
を
一
月
早
く
一
維
正
四
年
九
月
に
繋
け
て
居
り
、
い
ず
れ

も
繋
年
に
つ
い
て
は
あ
や
ま
り
を
お
か
し
て
は
い
る
も
の
の
、
設
置

の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
文
字
の
獄
に
於
け
る
罪
人
在
索
棋
・

-96ー

査
嗣
庭
が
す
べ
て
漸
江
人
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ーと
し
て
い
る
の
も
、
讃

書
人
「
善
導
」
を
か
か
げ
る
務
正
帝
の
悪
調
書
人
の
天
下
の
護
生
地

漸
江
を
ま
ず
端
さ
ん
と
し
た
心
情
を
あ
や
ま
り
な
く
停
え
て
い
る
と

思
う
。
清
朝
の
讃
書
人
「
善
導
」
政
策
は
順
治
叶
以
来
着
々
と
行
わ
れ
て

来
た
こ
と
で
あ
り
、
海
正
帝
に
至

っ
て
更
に
強
化
が
試
み
ら
れ
て
い

@
 

た
の
で
あ
る
が
、
か
の
査
嗣
庭
事
件
す
ら
お
こ
る
に
至

っ
て
い
る
こ

と
か
ら
お
し
て
、
な
か
な
か
所
期
の
効
果
は
奉
ら
な
か

っ
た
と
思
わ

れ
、
そ
の
こ
と
に
た
ま
り
か
ね
た
嘉
正
帝
の
思
い
き
っ
た
慮
置
が
、

漸
江
に
於
け
る
郷
・
曾
試
の
停
止
と
そ
れ
に
伴
う
観
風
整
俗
使
の
設

置
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う

c



海
江
の
士
風
に
つ
い
て
は
、
李
衛
に
よ
れ
ば
、
株
批
論
旨
・
嘉
正

四
年
十
二
月
初
二
日
の
奏
摺
に
、

臣
於
未
到
漸
江
之
前
、
初
以
局
、
紹
興
府
属
乃
悪
甲
於
天
下
、
衣

則
杭
・
嘉
・
湖
也
。
・
・
:
:
如
紹
興
一
府
、
所
属
各
豚
人
民
、
九
有

賄
才
能
事
之
輩
、
多
不
肯
安
居
本
籍
、
倶
遠
出
在
外
、
其
在
本
地

土
着
、
大
低
無
他
技
能
、
故
紹
属
巧
風
、
遠
不
及
於
嘉
・
湖
。

と
、
紹
興
府
の
風
俗
の
悪
い
こ
と
が
「
天
下
に
甲
た
り
」
と
の
世
評

に
反
し
て
嘉
輿
・
湖
州
二
府
の
風
祭
の
悪
さ
が
と
り
わ
け
で
酷
い
こ

つ
い
で
杭
州
・
嘉
輿
・
湖
州
三
府
を
分
析
し
て
居
る
。

と
を
述
べ
、

至
杭
州
府
所
属
、
惟
省
域
・
海
寧
二
慮
。
人
情
軽
浮
、
好
事
健

訟
、
不
安
本
分
、
懸
虚
捧
謀
、
刻
薄
妄
誕
。
而
省
曾
五
方
雑
慮
、

姦
良
不
一
。
然
俗
稽
杭
州
人
、
名
目
阿
獄
、
卸
欲
箆
悪
、
有
始
無

曲
帯
。
其
性
畏
法
而
不
懐
徳
、
故
雄
層
構
潟
、
尚
易
懲
治
。
此
外
層

勝
、
寛
有
淳
撲
郷
愚
事
伯
者
。
:
;
:
其
嘉
・
湖
所
属
、
除
安
吉
州

・
孝
豊
・
武
康
二
鯨
精
可
、
其
徐
則
皆
習
尚
書
凌
、
人
心
巧
許
、

貧
利
忘
義
、
打
降
生
事
、
宮
盗
矯
匪
。
更
多
万
筆
自
雄
、
動
靴
駕

虚
謹
告
、
費
幻
百
出
、
不
能
枚
奉
。

つ
い
で
、
そ
の
他
の
府
属
に
ふ
れ
て
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1
其
次
則
金
華
府
。
地
方
多
係
山
後
冥
頑
。
村
野
毎
有
鳴
鍵
豪

衆
、
健
訟
好
闘
之
事
。
:
:
:
其
次
則
寧
波
・
温
・
台
三
府
。
地
嘗

漬
海
、
間
人
雑
居
。
而
慮
州
在
蔦
山
之
内
。
此
四
慮
所
属
、

亦
盛
、
姦
匪
易
戴
。

方
風

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
薙
正
帝
は
株
批
で
、

漸
江
風
俗
オ
詐
、
天
下
共
見
共
知
。
股
信
爾
必
能
賞
心
整
筒
、
故

命
往
撫
治
。
所
慮
者
、
一
人
之
精
力
有
限
、
衆
多
之
努
怨
難
勝
耳
。

汝
之
縄
一
誠
報
効
市
論
、
努
因
不
惜
、
怨
亦
何
辞
。
第
於
股
心
、
則
有

所
不
忍
。
所
以
鼠
有
前
番
掻
刷
之
特
論
、
又
縫
以
観
風
使
之
建
設
。

と
述
べ
て
、
李
衛
一
人
に
そ
の
よ
う
な
漸
江
の
乃
風
刷
新
の
責
任
を

お
し
か
ぶ
せ
る
に
忍
び
な
い
か
ら
観
風
整
俗
使
の
設
置
に
ふ
み
き
っ

@
 

た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
漸
江
の
風

俗
問
題
は
車
に
漸
江
一
省
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ひ
い
て

は
全
園
的
問
題
と
な
る
馳
を
は
ら
ん
で
い
た
。
紹
興
出
身
者
で
本
籍

に
と
ど
ま
る
者
に
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
が
な
く
、
何
か
と
理
由
を
つ
け

て
外
地
に
出
向
く
連
中
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
貼
に
、
そ
の
聞
の
事

①
 

情
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
又
、
年
に
よ
っ
て
は
、
曾
試
の

一
甲
三
人
を
悉
く
占
め
る
こ
と
す
ら
あ
る
断
江
出
身
者
が
、
や
が
て

政
治
の
舞
蓋
に
進
出
し
て
来
る
こ
と
を
議
想
す
れ
ば
、
漸
江
の
風
俗

問
題
は
見
す
ご
し
に
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

-97-
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ヤ
こ
こ
に
観
風
整
俗
使
設
置
の
第
一
着
手
が
祈
江
に
於
い
て
行
わ

れ
た
理
由
の
一
つ
が
あ
っ
た
。

最
初
の
観
風
整
俗
使
に
な
っ
た
王
国
棟
は
嘉
正
四
年
十
月
に
護
令

さ
れ
て
、
翌
五
年
二
月
に
着
任
し
て
お
り
、
以
後
李
衡
の
片
腕
と
し

て
お
お
い
に
治
績
を
あ
げ
た
と
い
う
。

王
園
棟
は
、
漢
軍
鍾
紅
旗
人
、
康
照
五
十
二
年
の
進
土
、
康
照
年

聞
に
園
子
監
司
業
、
侍
講
、
侍
靖
粛
を
歴
任
、
薙
正
元
年
、
右
遇
政
と

な
り
、
同
年
十
月
、
河
南
事
政
に
任
ぜ
ら
れ
、
薙
正
四
年
、
右
遁
政

よ
り
光
線
寺
卿
に
遁
っ
た
が
、
漸
江
観
風
整
俗
使
の
設
置
に
際
し
て

@
 

そ
の
人
物
を
見
込
ま
れ
て
抜
擢
さ
れ
た
。
停
に
よ
る
と
、

園
棟
抵
任
。
以
漸
江
風
俗
境
調
・
諸
務
麗
弛
、
仰
遵
聖
訓
、
時
以

等
親
大
義
、
宣
議
紳
士
。
懲
頑
抗
以
清
積
欠
@

究
包
訟
以
警
好

徒
。
革
虚
胃
以
前
管
伍
。
巌
保
甲
以
揖
盗
源
。
巡
歴
所
至
、
操
貫

以
問
。
温
議
奨
之
。

と
あ
り
、
期
待
ど
お
り
の
成
果
を
お
さ
め
た
よ
う
で
あ
る
。
李
衡
も

そ
の
奏
摺
の
中
丸
、
近
ご
ろ
新
江
の
風
需
が
お
お
い
に
費
化
す
る
蔚

し
が
見
え
は
じ
め
て
、
時
帰
正
帝
の
心
を
慰
め
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ

れ
が
は
げ
み
と
な
っ
て
李
衛
自
身
に
も
ま
す
ま
す
化
導
に
努
め
さ
せ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
民
風
が
も
と
か
ら
巧
詐
と
帯
さ
れ
な
が
ら
も
ど

こ
か
腰
く
だ
け
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
潰
惇
に
は
な
ら
な
い
こ
と
は

羅
正
帝
の
推
察
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
、
叉
、
薙
正
帝
の
た
ゆ
ま
ぬ

訓
戒
の
た
ま
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
王
園
棟
が

聖
化
を
推
行
せ
ん
と
し
た
努
力
の
た
ま
も
の
で
も
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
王
園
棟
自
身
も
「
珠
批
識
旨
」
の
奏
摺
の
中
で
、
そ
の
努
力
の

ほ
ど
を
述
べ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

ω臣
毎
至
一
州
瞬
、
郎
停
集
紳
衿
人
等
、
至
明
倫
堂
宣
布
、

:
・
因
漸
省
風
俗
潰
薄
、
屡
頒
聖
訓
、
深
切
著
明
。
復
設
寧
官
、
整

費
化
導
。
無
非
欲
爾
等
紳
衿
土
民
明
天
地
之
経
、
識
等
親
之
義
、

安
上
下
之
分
、
重
療
恥
之
防
。
繭
等
遭
逢
聖
位
、
仰
休
皇
仁
、
膳

各
念
父
母
之
邦
、
馬
子
孫
之
計
、
一
切
浮
狂
・
詐
僑
・
抗
糧
・
健

"'11 
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訟
、
種
種
悪
習
、
務
期
洗
心
糠
膚
、
痛
自
革
除
:
;
:
』
紳
衿
人
等

聴
聞
之
下
、
無
不
感
激
憤
悔
。

ω除
生
事
劣
紳
等
、
臣
倶
繕
疏
糾
塞
外
、
凡
抗
糧
・
包
訟
生
監
、
及

姦
膏
・
星
椙
、
倶
撃
交
各
該
地
方
官
審
究
。
各
州
鯨
力
事
敦
行
之

土
、
臣
訪
知
的
賞
、
或
給
扇
一
ホ
握
、
或
面
加
奨
働
、
以
一
ホ
鼓
脚
。

刷
新
民
向
来
健
訟
、
毎
逢
地
方
上
下
街
門
放
告
、
動
綱
引
一
二
百
紙
。

近
日
詞
之
各
属
有
司
、
倶
云
『
調
訟
比
往
時
減
半
。
』

判
近
目
、
漸
省
人
民
、
精
知
排
賦
急
公
、
息
字
減
訟
。
姦
究
之
徒



婚
情
脚
隅
数
跡
。
詑
矯
等
親
向
住
之
一
滋
也
。

M
W
抵
任
牢
載
、
滋
江
十
一
府
、
臼
臆
祝
・
嘉
e

湖
・
紹
・
・
台

六
郡
計
四
十
徐
膝
e
!
?
英
金
・
衝
・
嬢
・
湿
・
滋
五
都
所
脚
潟
、

箆
蛾
未
身
腰
、
所
有
風
俗
・
変
治
-
替
伍
一
部
事
窓
、
久
経
輝
行

機
能
、
粂
捧
慮
査
訪
。
隠
、
民
俗
金
業
一
づ
揮
。
温
州
浮
態
。
僻
泌
総
川

務
費
質
繋
、
径
繍
悶
間
接
多
。
e

魔
州
徐
割
。
部
政
州
醇
壊
。
此
蕊
府
風

俗

大

議

。

黙

較

之

託

・

嘉

・

湖

等

慮

、

現

ム

夜

鎖

積
・
詔
訟
、
供
構
異
従
前
@

こ
の
功
に
よ
っ
て
ま
盤
機
は
、
識
正
五
年
五
月
、
持
じ
く
難
治
と
稽

@
 

さ
れ
て
い
た
湖
南
の
巡
嫌
に
提
議
さ
れ
、
そ
の
後
任
に
は
、
淑
江
布

政
使
許
容
が
筏
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
の
謹
度
の
成
一
果
誌
藷

正
帝
に
と
っ
て
は
瀦
足
の
ゆ
か
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
減
配
穣

開
問
整
俗
使
殻
震
の
翌
月
断
行
さ
れ
た
淑
江
に
於
け
る
郷
試
並
に
禽
試

の
停
止
は
解
除
さ
れ
て
い
な
い
。
薙
正
帝
が
新
一
江
に
於
け
る
欝
・
禽

試
の
停
止
に
ふ
み
き
っ
た
漂
白
は
、
役
血
剤
費
錬
・
容
四
九
・
獲
正
問

一
月
乙
卯
に
次
の
よ
う
に

て
い
る
。

345 

鰻
番
所
以
明
盟
、
構
求
天
盤
地
議
。
知
有
君
父
之
借
棟
、
然
後
見
識

行
事
、
足
以
淳
俗
縫
風
、
以
備
関
家
之
用
@
非
議
欲
其
工
於
文
字

也
。
断
江
文
詞
尽
於
天
下
、
間
風
俗
瀦
瀦
、
弊
嬢
日
極
。

is--査

-
在
紫
紺
蜘
乃
敢
醸
狩
詩
議
、
悼
逆
嶺
枝
、
公
然
紀
載
。
・
:
i

今
活
審
惇
讃
え
人
顧
倒
是
非
、
私
持
紀
載
、
則
史
冊
皆
一
不
足
譲

突
。
資
非
千
古
捧
人
乎
。
漸
江
田
淵
↑
無
知
此
。
犠
聴
其
讃
徹
、

4

不
加

齢
惣
簡
、
何
以
成
一
議
開
風
之
治
。
験
患
、
鞠
科
取
士
、
原
欲
得
人

任
期
。
萱
議
以
英
文
章
・
詞
藻
之
工
、
有
議
於
民
生
・
寛
治
乎
。

立
巡
機
李
衛
等
、
提
査
嗣
蟻
家
中
、
捜
出
科
場
機
挨
細
字
、
密
寓

文
章
数
日
日
覇
。
依
此
無
恥
不
法
之
事
、
不
偲
義
頼
関
法
、
+
炉
開
札
結

一
原
料
名
。
滅
症
土
子
未
必
不
閤
此
殺
尤
。
議
絡
滋
拡
人
鐸
・
合
同
試

停

止

、

倹

風

俗

滋

趨

淳

模

、

再

緯

轍

管

。

一

郷
・
曾
試
の
停
止
は
、
な
か
な
か
「
思
想
諮
問
導
」
路
線
に
は
の
っ
て

mm

来
な
い
の
に
官
界
へ
の
進
出
に
は
譲
々
と
し
て
麓
る
淑
江
人
土
に
謝
一

し
て
灘
正
帝
が
つ
い
に
引
抜
い
た
停
家
の
費
万
で
あ
っ
た
。
そ
の
解

識
を
ま
っ
た
め
に
は
見
せ
か
け
だ
け
で
も
風
俗
の
縛
化
が
行
わ
れ
た

よ
う
に
つ
と
め
ね
ば
な
ら
ず
、
李
衡
も
奏
揮
中
で
し
ば
し
ば
そ
の
成

果
が
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
慮
分
解
除
を
奏
欝
し
て
い
る
。
し
か

し
、
錦
・
曾
試
停
止
解
掠
の
寅
現
は
、
務
正
六
年
八
月
を
倹
た
ね
ば

品
相

な
ら
な
か
っ
た
。
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以
上
は
、
翻
風
整
俗
使
設
置
首
初
の
事
情
で
あ
る
が
次
に
そ
の
役

割
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。
役
割
の
主
な
る
も
の
は
、
風
俗
を
端
正

に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
上
述
に
よ
っ
て

了
解
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
詳
し
く
言
え
ば
衣
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
。

た
だ
何
分
に
も
、
落
正
年
間
の
限
ら
れ
た
期
間
に
の
み
設
置
さ
れ
た

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
性
格
か
ら
、
曾
典
等
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い

の
で

貫
施
の
蹴
況
は
す
べ
て
株
批
論
旨
に
よ
る
し
か
方
法
が
な

L、

f¥ 

)
内
の
人
名
・
日
附
は
珠
批
論
旨
中
に
於
け
る
奏
摺
を
奉

っ
た
者
の
氏
名
及
び
奏
摺
の
日
附
で
あ
る
。
日
附
の
無
い
の
は
原
奏

に
日
附
を
闘
く
も
の
で
あ
る
。

任
務
の
第
一
は
任
地
を
巡
行
し
て
人
民
を
明
倫
堂
に
召
集
し
て
上

識
を
よ
み
聞
か
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
前
引
の
王
園
棟

の
言
に
も
見
え
、

叉
、
許
容
・
察
仕
舶
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。ω臣

於
督
臣
李
街
査
験
工
程
回
省
後
、
卸
束
装
巡
視
杭
属
之
徐
杭

-
臨
安
・
於
潜
・
回
目
化
・
新
城
・
富
陽
等
廓
。
-j
i
-
-
臣
恭
詣
各

事
、
率
領
紳
衿
香
庶
、
望
闘
叩
頭
行
韓
、
講
讃
聖
議
慶
訓
、
復
宣

布
皇
仁
。

(
許
容
・
六
年
四
月
二
十
八
日
)

ω臣
職
司
巡
査
。
凡
有
聞
見
、
理
宜
嬢
買
糾
参
。

(
王
国
棟
)

ω臣
毎
到
郡
牒
、
赴
明
倫
堂
、

講
上
議
、
申
以
告
誠
。
紳
衿
・
丘
〈

民
環
而
聴
者
、
倶
各
健
欣
率
数
。

(
奈
仕
仙
・
七
年
十
二
月
十
二

日
'-' 

風
俗
の
純
化
を
設
置
の
第
一
の
目
的
と
す
る
以
上
、
右
の
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
欽
差
を
奉
じ
て
任
地
を
巡
行
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
督
撫
・
提
鎮
と
互
に
製
肘
し
あ
っ
て
い
ら
ざ
る
摩

擦
を
お
こ
す
こ
と
な
き
に

L
も
あ
ら
ざ
る
貼
は
薙
正
帝
の
首
初
か
ら

の
懸
念
で
あ
っ
て
、
固
く
戒
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
許
容
に
奥
え

た
珠
批
で
次
の
ご
と
く
戒
め
て
い
る
。

一100-

不
貧
不
街
、
諒
能
企
及
、
虚
己
和
衷
、
恐
有
未
逮
。
侵
如
腐
此
任

者
、
或
輿
督
撫
製
肘
、
或
奥
提
鎮
不
協
、
則
非
特
無
盆
、
兵
民
翻

嫌
、
地
方
上
多
設
一
官
突
。

(
許
容
・
五
年
六
月
十
五
日
)

と
は
い
っ
て
も
、
む
や
み
に
附
和
し
、
或
は
、
自
己
に
偏
執
す
る
こ

と
も
断
じ
て
属
す
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
位
を
利
し
て
科

日
を
担
護
し
、
請
託
を
聴
受
す
る
こ
と
は
重
い
罪
低
に
陥
る
こ
と
を

意
味
し
た

凡
地
方
事
宜
悉
奥
臣
李
衛
商
酌
排
理
、
因
不
敢
随
鷲
附
和
。
亦
断

不
敢
偏
執
己
私
。
至
祖
護
科
目
、
聴
受
講
託
、
屡
蒙
皇
上
葬
誇
開

導
、
寧
敢
自
踏
重
態
。
八
珠
批

V
所
圏
敬
語
蓋
之
突
。
但
勉
言
行



〈
許
容
・
六
年
正
月
二
十
六
日
)

衣
に
、
観
風
整
俗
使
は
上
識
を
奉
じ
て
銭
糧
の
清
査
を
命
ぜ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
珠
批
論
旨
・
王
国
棟
に
、

栢
符
可
耳
。

臣
叉
特
奉
上
一
論
、
命
臣
清
査
新
江
頑
抗
銭
糧
一
項
。
奮
例
『
包
撹

抗
欠
紳
衿
、
州
鯨
詳
講
革
懲
、
督
撫
院
司
始
行
査
究
。
』
匡
思
祈
江

風
俗
潰
浦
、
不
同
他
省
。
必
待
有
司
詳
請
、
恐
州
豚
未
必
霊
能
執

法
c

臣
己
行
文
各
府
州
際
、
依
限
催
徴
、
日
令
按
季
、
持
完
欠
分

数
、
接
買
冊
報
。
匡
於
完
牢
全
完
之
期
、
按
冊
稽
察
、
内
中
如
有

紳
衿
・
禁
庶
頑
抗
不
納
者
、
不
待
州
蘇
詳
請
、
臣
卸
分
別
軽
重

慮
分
、
臨
参
究
者
参
究
、
鹿
革
懲
者
革
懲
。
庶
遁
省
之
人
戚
知
奉

而
頑
欠
可
清
失
。

法、

八
株
批

V
甚
是
。

勢
少
贈

買
力
震
之
、

狗
と
あ
り
、
銭
糧
清
査
に
あ
た
っ
て
は
、
奮
例
の
よ
う
に
州
牒
の
詳
請

を
ま
つ
必
要
も
な
く
、
思
い
ど
お
り
に
事
を
は
こ
ぶ
こ
と
を
許
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
鐘
糧
清
査
に
限
ら
ず
、
功
を
あ
せ
っ
て
一
存
で

事
を
運
び
す
ぎ
る
こ
と
も
い
つ
な
ん
ど
き
務
正
帝
の
叱
責
を
招
く
か

わ
か
ら
な
い
。
王
園
棟
が
、
膏
役
や
商
人
が
組
に
な
っ
て
邸
抄
を
購

費
す
る
風
の
あ
る
の
を
快
か
ら
ず
思
い
、

ζ

れ
を
禁
止
し
た
時
の
こ
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と
と
し
て
、

訪
筒

L

民
間
有
膏
役
・
市
販
合
湊
幾
家
、
買
閲
邸
抄
者
。
匡
思
、

小
民
無
知
、
不
宜
奥
開
園
事
。
雄
皇
上
所
行
、
率
皆
化
民
成
俗
・

仁
育
義
正
之
事
、
無
不
可
使
人
知
者
、
但
此
輩
一
関
邸
抄
、
毎
多

説
停
、
以
惑
衆
癌
。
諸
如
此
類
、
亦
風
俗
人
心
所
開
。
臣
己
巌
行

戒
簡
、
備
有
犯
者
、
立
孝
重
懲
。
入
珠
批

V
此
一
節
尚
在
可
否
之

問
。
(
王
園
棟
)

と
あ
り
、
無
知
の
小
民
に
邸
抄
の
購
讃
を
許
し
て
お
く
こ
と
は
デ
マ

ば
か
り
多
く
、
無
知
の
人
民
を
ま
す
ま
す
惑
わ
す
こ
と
に
な
る
か
ら

禁
止
し
た
と
い
う
王
園
棟
の
慮
置
に
『
可
否
の
聞
に
在
り
』
と
い
う

評
を
附
し
て
居
る
。
果
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
貫
施
で
き
る
か
ど
う

か
、
ま
た
禁
止
し
た
効
果
が
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
、
と
い
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う
薙
正
帝
の
心
持
を
表
わ
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
観
風
整
俗
使
の
こ

の
よ
う
な
努
力
の
結
果
は
、

漸
省
歴
年
奮
欠
鐘
糧
、
自
奉
旨
清
査
以
来
、
土
民
感
戴
皇
恩
、
宇

先
完
納
。
向
日
衿
監
包
揖
・
牧
役
侵
漁
、
倶
己
欽
跡
。
務
正
六
年

銭
糧
、
或
按
額
全
完
、
或
完
至
八
・
九
分
有
零
。
薙
正
三
・
四
・

五
等
年
、
共
奮
欠
銀
七
十
徐
蔦
雨
、
己
徴
完
四
十
高
徐
雨
。
薙
正

二
年
以
前
帯
徴
錯
糧
、
亦
倶
報
有
溢
完
。
至
承
迫
廃
空
各
案
、
亦

巴
陵
績
迫
完
銀
六
寓
九
千
七
百
徐
雨
、
未
完
者
現
在
催
迫
。
(
察
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仕
仙
・
七
年
正
月
二
十
九
日
)

と
報
告
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
往
々
に
し
て
無
著
の
膨
欠
の
原

因
と
な
る
膏
吏
、
甚
だ
し
き
は
知
州
・
知
鯨
の
中
飽
に
つ
い
て
も
観

風
整
俗
使
は
監
察
の
目
を
光
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
許
容
は
、

無
著
酷
欠
の
費
生
の
一
因
を
、

我
皇
上
御
極
以
来
、
各
省
倉
庫
倶
漸
清
理
。
濁
漸
省
尚
有
那
塾
流

抵
・
有
名
無
貫
之
懸
項
。
遁
相
援
受
、
離
輔
按
徴
、
或
経
数
任
、
不

能
完
結
。
湖
蕨
由
来
、
皆
縁
蕗
膏
滑
吏
朋
比
作
姦
、
呑
糧
侵
賦
。

始
則
迫
官
那
移
、
暫
副
経
徴
之
考
成
、
治
経
離
任
交
盤
、
途
有
民

欠
之
流
抵
、
而
冊
交
欠
戸
、
護
属
零
星
。
按
之
紙
上
、
則
累
百
盈

午
。
迫
之
民
間
、
則
彊
牢
無
著
。
徒
存
流
抵
之
名
、
究
無
徴
補
之

質
。
不
但
姦
膏
滑
吏
愈
得
施
其
伎
冊
、
市
不
宵
州
鯨
於
離
任
交
代

時

以
有
此
阻
弊
可
援
、

必
捜
羅
積
年
各
項
尾

雄
本
無
那
齢

欠

裳
冊
流
交
。

甚
至
花
戸
之
短
封
・
街
役
之
借
支
、

併
開

入
、
覚
特
徴
存
在
庵
銭
糧
、
侵
拘
入
葉
、
作
箆
莱
頂
塾
用
、
造
入

交
盤
。
積
習
相
治
、
何
所
底
止
。

(
許
容
・
五
年
六
月
十
五
日
〉

と
の
べ
て
い
る
。
事
務
ず
れ
し
た
膏
吏
連
、
そ
し
て
彼
等
背
吏
の
行

っ
た
悪
弊
を
反
っ
て
自
己
の
中
飽
に
有
利
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
州

騰
を
監
視
し
て
、
銭
糧
徴
完
率
を
少
し
で
も
全
完
に
近
づ
け
て
行
か

ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
よ
う
な
観
風
整
俗
使
の
任
務
は
督
撫
・
布
按
等

の
そ
れ
と
同
一
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
察
吏
」
が
政
治
の
根

本
な
り
と
薙
正
帝
は
機
に
ふ
れ
て
語
り
き
か
せ
て
居
る
。
例
え
ば

治
卒
之
道
、
惟
祭
吏
篤
本
。
其
徐
属
枝
葉
。
但
能
乗
公
察
吏
、
自

必
庶
績
戚
照
、

天
下
治
突
。

(
王
園
棟

-
A殊
批

百
姓
蒙
一
服
、

v 
、ーノ

叉
兎
治
之
要
、

只
在
察
吏
一
事
。
其
絵
皆
属
末
節
。
但
能
乗
公
破

面
、
詳
情
酌
理
、
震
園
家
麗
別
人
材
、
而
懲
戒
数
育
之
、
則
諸
政

a

(
察
仕
舶

・
七
年
正
月
二
十
九
日
八
株
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無
不
就
理
失
。
勉
矯
之
。

批

V
〉

従
っ
て
彼
等
は
、
巡
行
先
で
見
聞
す
る
こ
と
は
す
べ
て
奏
摺
と
し
て

上
聞
に
遼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
っ
た
の
で
あ
る
。

域
工
・
堤
工
等
の
工
事
は
、
水
害
一
回
・
皐
警
な
ど
が
お
こ
っ
た
場
合

に
窮
民
救
済
策
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
こ
れ
ら
工
事
の

監
督
に
も
責
任
を
分
指
せ
し
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
嘉
正
五
年
二
月

に
四
高
南
を
費
し
て
行
わ
れ
た
杭
州
・
嘉
輿
・
湖
州
三
府
に
於
け
る

域
工
・
堤
工
・
河
工
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
王
圏

⑬
 

棟
が
責
任
を
分
揖
し
て
李
衡
に
協
力
し
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
し
て
観
風
整
俗
使
に
課
さ
れ
た
任
務
は
慶
い
範
園
に

一
且
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
他
の
者
か
ら
見
る
と
、
な
る
ほ
ど
範
囲
は

ひ
ろ
く
て
も
大
綱
だ
け
を
し
っ
か
り
お
さ
え
て
い
れ
ば
よ
い
閑
職
と

見
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
李
衡
の
奏
摺
に

於
銭
穀
刑
名
、

固
皆
所
管
。

然
不
過
纏
稽

観
風
整
俗
使
一
官
、

大
綱
、
努
察
弊
賛
。
(
六
年
四
月
初
六
日
)

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
李
衡
が
丁
憂
に
よ
っ
て
回
郷
す
る
に
あ
た
っ

て
巡
撫
の
任
務
を
署
理
さ
せ
る
べ
き
人
を
論
じ
た
中
に
、

総
督
職
任
、
稽
核
管
伍
、
選
補
武
職
。
凡
事
皆
穂
大
綱
、

不
甚
繁

現
。
欽
差
副
都
御
史
性
桂
尚
堪
暫
矯
署
理
。
惟
巡
撫
所
排
刑
名
鏡

糧
、
事
務
頗
多
。
而
観
風
整
俗
使
察
仕
仙
本
任
原
無
繁
劇
職
掌
、

可
以
交
奥
暫
署
。
(
七
年
正
月
二
十
二
日
)

と
あ
っ
て
、
繁
劇
な
巡
撫
を
署
理
さ
す
べ
き
者
と
し
て
、
本
来
と
り

た
て
て
い
う
ほ
ど
繁
劇
な
任
と
は
考
え
ら
れ
な
い
観
風
整
俗
使
の
任

に
あ
る
察
仕
仙
を
お
し
て
い
る
。
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漸
江
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
観
風
整
俗
使
は
そ
の
後
、
一
隅
建
・
湖

南
・
賓
東
に
相
緯
い
で
設
置
さ
れ
た
。
背
負
わ
さ
れ
た
任
務
は
前
節

に
述
べ
た
こ
と
と
大
同
小
異
で
あ
る
の
で

こ
こ
で
は
、
各
々
の
清

長
を
ざ
っ
と
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

漸
江
に
於
い
て
は
、

王
国
棟
の
あ
と
を
つ
い
だ
許
容
が
薙
正
六
年

十
月
甘
粛
巡
撫
に
縛
出
し
、
そ
の
後
は
、
漸
江
糧
道
で
あ
っ
た
察
仕

舶
が
ひ
き
つ
、
ぎ
、
八
年
十
一
月
あ
る
事
件
に
よ
っ
て
降
調
さ
れ
る
ま

で
在
任
。
察
仕
舶
が
降
調
さ
れ
る
と
共
に
漸
江
観
風
整
俗
使
の
棋
は

裁
去
さ
れ
た
。
新
江
観
風
整
俗
使
は
四
年
・
三
人
の
着
任
を
見
た
わ

け
で
あ
る
。

許
容
は
、
河
南
・
虞
城
の
人
、
康
照
五
十
年
の
翠
人
、
陳
西
・
府
谷
鯨

知
牒
を
ふ
り
出
し
に
嘉
正
元
年
曾
考
府
郎
中
と
な
り
、
そ
の
後
、
侠
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西
按
察
使
任
内
に
河
東
巡
盟
御
史
馬
稽
の
入
己
の
罪
を
弾
劾
し
た
功

に
よ
っ
て
漸
江
布
政
使
に
抜
擢
さ
れ
て
居
た
が
、
五
年
五
月
王
国
棟

に
代
っ
て
漸
江
観
風
整
俗
使
と
な
っ
た
ゆ
た
だ
、
協
調
性
に
乏
し
い

き
ら
い
が
あ
り
、
李
衡
と
は
あ
ま
り
そ
り
が
合
わ
な
か
っ
た
ら
し
く
、

そ
の
動
が
ど
う
い
う
わ
け
か
嘉
正
帝
に
は
高
く
評
慣
さ
れ
て
い
た
。

許
容
原
有
理
繁
之
才
。
但
器
小
易
盈
。
若
加
以
大
品
、
恐
其
騎
饗

難
於
共
事
。
〈
李
衛
・
六
年
四
月
初
六
日
)

と
い
う
李
衡
の
評
に
、
務
正
帝
は
、
株
批
で
、

此
論
朕
頗
不
以
箆
然
。
許
容
尚
属
端
直
。
但
在
下
不
甘
、
在
上
不
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勝
、
是
其
短
慮
。
比
一
任
甚
震
相
宜
。

そ
の
位
の
方
が
、
観
風
整
俗
使
の
任
に
は
遁
首
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
李
街
は
、
六
年
九
月
の
奏
摺
に

と
答
え
て
お
り
、

お
い
て
も
、
漸
江
巡
撫
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
薦
翠
せ
よ
と
の
上
一
識
に

と
た
え
て
、

至
於
許
容
、
才
情
亦
属
可
用
。
惟
専
好
自
見
其
長
、
毎
事
必
欲
不

同
於
人
。
誠
如
聖
明
洞
照
。
若
臣
興
之
共
篤
督
撫
、
不
克
有
製
肘

調
停
之
慮
。
臣
愚
昧
之
見
、
湖
南
巡
撫
不
奥
総
督
同
城
、
正
得
展

其
風
力
。

と
の
ベ
て
、
許
容
の
性
格
か
ら
考
え
て
綿
督
・
巡
撫
が
同
域
す
る
漸

江
巡
撫
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で

一
人
で
思
い
の
ま
ま
に
力
を
ふ

る
え
る
傑
件
の
あ
る
湖
南
巡
撫
に
し
て
、
湖
南
巡
撫
王
国
棟
を
漸
江

巡
撫
に
入
れ
か
え
る
と
と
を
請
う
て
い
る
。
そ
の
時
の
珠
批
で
は
、

嘉
正
帝
は
許
容
を
山
西
巡
撫
に
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

や
が
て
彼
は
甘
粛
巡
撫
に
任
用
さ
れ
て
い
る
。

禁
仕
舶
は
、
稿
建
・
南
安
の
人
、
康
照
五
十
八
年
の
奉
人
、
五
十

八
年
新
江
糧
道
と
な
り
、
薙
正
六
年
漸
江
翻
風
整
俗
使
と
な
っ
た
。

あ
ま
り
は
な
ば
な
し
い
活
躍
も
た
か
っ
た
ら
し
く
、
羅
正
帝
の
評
慣

も
か
ん
ば
し
く
な
い
ま
ま
仰
、
八
年
事
に
坐
し
て
降
調
さ
れ
ま
も
な

⑮
 

く
卒
し
た
と
い
う
。

禁
仕
鮎
以
後
は
、
淑
江
に
再
び
観
風
整
俗
使
が
お
か
れ
る
こ
と
は

な
く

そ
の
理
由
は
、
漸
江
の
風
俗
も
漸
く
改
ま
り

且
つ
李
衛
と

い
う
恰
好
の
線
督
も
居
る
こ
と
と
て
再
び
観
風
整
俗
使
を
源
遣
す
る

必
要
を
み
と
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
加
。

福
建
で
は
、
薙
正
七
年
二
月
に
設
置
が
き
め
ら
れ
、
協
理
直
隷
総

⑬
 

督
劉
師
恕
が
任
命
さ
れ
た
。
設
置
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
貫
録
に
は
、

薗
部
左
侍
郎
奈
世
遠
の
請
に
よ
っ
た
と
あ
り
、
園
朝
香
献
類
徴
初
編
・

劉
師
恕
停
に
は
、
奈
世
遠
の
請
は
一
珊
建
の
風
気
が
未
だ
醇
な
ら

60 
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ず
、
特
に
産
州
・
泉
州
二
府
に
於
い
て
甚
だ
し
い
の
で
観
風
整
俗
使

を
お
い
て
風
俗
を
化
導
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
翻
酷
か
ら
護
せ
ら
れ

た
と
あ
る
。

し
か
し
、
福
建
観
風
整
俗
使
の
設
置
は
、
薙
正
帝
に
と

っ
て
そ
れ
ほ
ど
の
重
要
な
こ
と
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
く

貫
録
・
本
俸
に
そ
の
後
の
吠
況
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、

世
宗
貫
録
・
単
位
二
ニ
八
・
薙
正
十
一
年
十
二
月
壬
戊
の
傑
に
、
劉
師

恕
が
病
に
よ
っ
て
解
任
さ
れ
る
と
同
時
に
観
風
整
俗
使
の
歓
も
裁
去

さ
れ
た
こ
と
を
記
録
す
る
の
み
で
あ
る
。

湖
南
で
は
、
一
隅
建
に
設
置
さ
れ
た
薙
正
七
年
二
月
に
同
じ
く
設
置

さ
れ
た
。
世
宗
貫
録
・
容
七
八
・
薙
正
七
年
二
月
乙
未
の
傑
に
、



論
内
閣
。
・
:
・
:
湖
南
地
方
連
歳
雇
遭
荒
数
。
股
以
彼
地
之
人
事
推

之
。
如
姦
民
謝
録
正
等
、
逗
兇
捧
悪
、
潜
蓄
邪
謀
。
又
有
大
逆
之

官
静
・
張
照
等
、
滅
紹
天
良
、
性
同
臭
積
。
地
方
有
此
等
逆
天
惇

理
之
人
、
以
致
皐
勢
不
時
、
民
人
困
問
。
膿
朝
廷
之
政
教
頻
施
、

有
司
之
職
業
無
茶
、
安
能
代
凶
悪
頑
民
、
一
耐
薦
天
恩
、
而
寛
其
遺

責
乎
。
楚
風
愚
惇
、
自
昔
震
然
。
股
念
率
土
之
人
皆
吾
赤
子
、
同

舗
於
善
、
甚
切
腫
懐
。
著
照
漸
江
・
一
服
建
之
例
、
設
観
風
整
俗
使

一
員
、
勘
識
化
導
之

u

御
史
李
徽
著
補
援
都
察
院
余
都
御
史
、
矯

湖
南
観
風
整
俗
使
。

と
あ
り
、
淑
江
と
同
様
に
風
気
の
悪
さ
を
も
っ
て
き
こ
え
た
湖
南
の

民
を
も
天
子
の
赤
子
と
し
て
一
同
に
感
化
す
ベ
く
観
風
整
俗
使
の
絞

が
設
け
ら
れ
、
御
史
李
徽
が
余
都
御
史
の
衝
を
帯
び
て
任
に
赴
い
て

い
る
。
湖
南
の
難
治
は
つ
と
に
有
名
で
薙
正
帝
も
巡
撫
適
任
者
を
得

る
の
に
苦
心
し
て
居
た
こ
と
は
、
王
国
棟
が
湖
南
巡
撫
に
抜
擢
さ
れ

た
時
の
奏
摺
の
珠
批
に
、

此
任
(
耕
一
一
間
風
)
本
欲
ム
ヱ
塑
差
回
数
年
、
以
期
成
効
。
但
湖
南
地

方
緊
要
、
鹿
弛
日
久
、
急
需
治
理

ω

布
蘭
泰
操
守
心
術
倶
好
。
但

不
能
化
導
。
該
省
線
不
得
人
。
今
不
得
己
、
命
爾
巡

器
量
禰
洩
、
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撫
其
地
。

と
あ
り
、
漸
江
で
期
待
ど
お
り
の
成
績
を
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
王
国
棟

を
任
宇
ば
で
己
む
を
得
ず
引
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

李
徽
は
山
西
・
陣
鯨
の
人
@
薙
正
元
年
の
進
土
、
同
年
御
史
と
な

⑮
 

り
、
四
年
、
直
隷
省
内
に
御
史
を
漉
遺
し
て
巡
察
せ
し
め
た
と
き
、@

 

巡
察
御
史
と
し
て
順
徳
・
贋
卒
・
大
名
三
府
を
う
け
も
っ
て
い
る
。

曾
静
事
件
が
起
り
、
湖
南
に
教
使
を
渡
遺
し
た
時
に
は
、
大
皐
土
朱

拭
の
推
翠
に
よ
っ
て
そ
の
任
に
あ
た
り
、

つ
い
で
観
風
整
俗
使
の
設

置
に
と
も
な
っ
て
抜
擢
さ
れ
、
以
後
四
年
、
吏
治
を
察
し
、
民
を
安

よ
く
そ
の
職
に
か
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
事
に
連
坐
し
て
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ん
じ
、

革
職
せ
ら
れ
、
同
時
に
湖
南
に
於
け
る
観
風
整
俗
使
の
触
も
裁
去
さ

@
 

れ
た
。
李
徽
の
奏
摺
は
現
存
の
『
珠
批
論
旨
』
中
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
に
彼
の
治
績
を
た
ど
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら

出
来
な
い
朕
態
で
あ
る
。

慶
東
で
は
、
漸
江
・
一
踊
建
・
湖
南
と
同
様
の
理
由
で
務
正
七
年
十

二
月
に
設
置
さ
れ
、
右
通
政
焦
新
年
が
任
命
さ
れ
句
。

焦
前
年
は
、
山
東
・
章
郎
の
人
。
薙
正
元
年
の
進
土
、
翰
林
院
編

修
、
雲
南
道
御
史
、
順
天
府
丞
を
歴
任
し
て
右
遁
政
と
な
り
、
慶
東

@
 

観
風
整
俗
使
と
な
っ
た
。
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慶
東
の
難
治
は
、
民
俗
蹟
惇
な
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
嘗

時
文
武
南
波
の
波
閥
抗
告
唱
の
激
し
い
こ
と
も
そ
の
一
因
と
さ
れ
、
焦

新
年
は
い
わ
ば
波
閥
抗
宇
緩
和
の
お
日
付
役
的
な
役
割
を
背
負
わ
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
源
開
抗
宇
に
つ
い
て
は
、
世
宗
貫
録
・
単
位
九

五
・
薙
正
八
年
六
月
丙
申
の
保
に

識
内
閣
。
凡
内
外
大
小
事
務
、
必
操
質
排
理
、
始
得
其
是
非
之

正
、
合
乎
人
心
之
公

ω

若
有
挟
制
之
弊
、
及
萄
且
遁
就
之
情
、
則

事
不
得
其
正
、
而
違
乎
人
心
之
公
。
其
矯
吏
治
風
俗
之
息
不
小
突
。

至
於
文
武
、
雌
属
雨
途
、
然
同
矯
朝
廷
之
官
、
同
排
園
家
之
事
、

買
矯
一
盤
。
所
嘗
和
衷
共
済
、
境
賞
乗
公
、
以
壷
勿
欺
之
道
。
聞

得
『
外
省
有
文
官
己
申
文
書
、
而
武
員
恐
其
干
碍
、
或
於
中
途
製

回
者
、
或
勉
強
令
其
更
改
者
。
』
武
既
可
以
施
之
於
文
、
則
文
亦
可

以
施
之
於
武
。
似
此
挟
制
成
風
、
荷
且
遁
就
、
何
以
得
事
之
買
情

・
事
之
弊
費
。
況
目
前
草
率
結
局
、
而
嫌
隙
自
此
而
生
。
文
武
不

和
、
買
始
於
此
。
著
督
撫
提
銀
、
通
行
暁
議
、
巌
加
禁
約
。

と
あ

っ
て
、
全
国
的
な
波
閥
抗
宇
禁
止
の
識
を
費
し
て

い
る
が
、
世

宗
貫
録
・
単
位
九
八
・
務
正
入
年
九
月
戊
申
の
慨
に
は
更
に

議
内
閣
。
自
古
篤
治
之
道
、
在
於
和
衷
。
・
:
:
・
然
能
和
之
道
、
惟

在
於
公
。
公
則
必
不
至
於
不
和
。
不
公
則
新
不
能
和
。
此
又
一
定

不
易
之
理
。
股
所
日
日
訓
諦
天
下
臣
民
、
而
望
其
洗
心
漉
膚
・
信

受
奉
行
、
以
共
享
昇
卒
之
幅
也
。
文
武
雄
属
雨
途
、
然
同
在
一
省

一
方
之
中
、
同
排
園
家
之
事
。
不
但
有
同
舟
之
誼
、
貫
如
手
足
骨

指
之
同
在
一
身
也
。
:
;
:
惟
有
責
東
一
省
、
悪
習
相
治
、
頚
風
難

挽
。
文
興
武
既
分
矯
雨
黛
、
而
文
輿
文
、
武
奥
武
、
又
各
分
震
一

黛
。
如
楊
文
乾
・
石
薗
暗
・
常
賓
・
阿
克
敦
・
官
達
之
互
相
排

陪
、
仇
怨
相
尋
、
則
皆
方
願
瑛
一
人
従
中
播
弄
之
所
致
。
至
於
文

武
彼
此
告
許
之
言
、
不
可
庫
述
。
:
:
:
暦
園
家
筒
命
之
策
、
受
管

稽
兵
民
之
寄
、
乃
以
賛
私
網
利
之
故
、
相
傾
相
胤
、
効
市
井
無
頼

小
人
之
所
潟
、
而
置
人
心
風
俗
・
官
方
戎
政
於
不
問
。
爾
等
不
知

自
悌
。
股
質
粛
爾
等
憐
之
。
:
:
:
股
今
再
頒
論
旨
、
通
行
瞬
論
、
著

該
督
撫
等
、
選
照
刊
刻
。
遁
省
文
武
大
小
官
弁
各
給
一
道
、
停
令
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朝
夕
観
覧
、
改
前
懲
而
敦
善
行
。
機
再
有
脂
製
故
轍
、
周
知
俊
悔

者
。
則
是
冥
頑
不
盤
、
由
連
越
於
徳
教
之
外
突
。
国
法
具
在
、
本

人
自
無
所
逃
。
而
文
武
大
臣
表
率
無
方
、
訓
導
不
力
、
有
茶
封
疏

之
任
、
負
朕
惰
任
之
思
、
亦
定
行
巌
加
慮
分
、
不
梢
寛
貸
。
親
風

整
俗
使
亦
嘗
留
心
稽
察
可
也
。

と
あ
り
、
贋
東
一
省
に
渡
閥
抗
争
の
風
の
未
だ
き
か
ん
な
る
こ
と
を

と
が
め
、
上
識
を
刊
刻
し
て
朝
夕
奔
讃
せ
し
な
る
庭
置
を
と
り
親
風



整
俗
使
に
は
充
分
績
を
つ
け
て
稽
察
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
由
民

東
の
官
界
に
於
け
る
涯
閥
抗
手
に
つ
い
て
は
、
指
弾
正
帝
の
心
痛
は
相

首
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
焦
新
年
赴
任
の
日
に
も
直
々
に
訓
議

を
奥
え
て
い
る
。

臣
蒙
皇
上
天
恩
優
渥
、
昼
加
擢
用
。
前
曾
於
恭
請
聖
識
之
日
、
脆

輸
天
語
誇
誇
、

以
庚
東
従
前
樹
黛
積
習
識
臣
。
嗣
於
潅
正
八
年
十

塵
念
号
東
文
武
、
令
臣
留
心
稽
察
。

欽
奉
上
議
、

(
焦
前
年
・
九
年
六
月
二
十
九
日
)

月
初
八
日
、し

か
し
、
と
の
風
は
一
朝
一
夕
に
除
去
す
る
こ
と
は
出
来

ず
、
焦
新
年
は
、
十
年
八
月
十
九
日
附
の
奏
摺
で
、
こ
と
ご
と
に
涯

閥
抗
争
が
表
面
化
す
る
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
出
来
事
を
報
告
し
て

と
あ
る
。

い
る
。ω肇

慶
府
陽
江
田
耕
の
鯨
衝
で
飼
銀
の
盗
難
事
件
が
お
こ
っ
た
。
知

蘇
の
郎
繋
は
そ
れ
を
隠
し
て
報
告
せ
ず
、
罪
も
な
い
人
民
を
と
ら

え
て
犯
人
に
し
た
て
あ
げ
、

一
方
で
土
地
の
紳
衿
連
中
か
ら
盗
ま

れ
た
額
の
金
を
借
り
て
う
め
あ
わ
せ
を
つ
け
た
。
と
こ
ろ
が
肇
羅

3日

遭
の
張
渠
が
貫
情
を
か
、
ぎ
つ
け
て
肇
慶
府
に
命
じ
て
と
り
し
ら
べ

さ
せ
た
と
こ
ろ
貰
情
が
判
明
し
た
。
そ
の
中
に
張
渠
が
所
用
で
省

域
に
赴
き
巡
撫
衛
門
の
司
道
官
員
の
集
曾
所
に
行
く
と
そ
の
場
に

居
あ
わ
せ
た
按
察
使
の
責
文
燥
が
大
撃
で
言
っ
た
。

『
郎
葱
は
湖
北
の
王
巡
撫
が
特
に
推
薦
し
た
人
で
あ
る
。
張
渠
が

今
回
郎
葱
を
き
び
し
く
と
り
し
ら
べ
て
、
若
し
参
革
慮
分
に
で
も

な
れ
ば
、

王
巡
撫
ま
で
が
責
任
を
間
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
は
な

い
か
』
と
。

一
緒
に
居
た
面
々
も
一
斉
に
張
渠
の
非
を
責
め
た
て
た
が
、
張
渠

t主
『
盗
難
事
件
の
と
り
し
ら
ベ
は
、
も
と
も
と
わ
た
し
の
責
任
で
あ

る
。
む
や
み
に
事
件
を
お
こ
そ
う
と
し
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
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な
い
。
』

と
答
え
た
。
南
方
が
互
に
論
争
を
つ
づ
け
た
が
、
巡
撫
の
都
調
達

が
郎
葱
を
題
参
慮
分
に
し
た
@
そ
れ
で
も
、
貰
文
埠
と
張
渠
と
の

聞
は
樺
然
と
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

同
高
州
府
遁
判
の
管
復
が
海
船
の
修
造
の
事
務
を
委
任
さ
れ
た

時
、
彼
は
そ
の
た
め
の
銀
雨
を
つ
か
い
こ
ん
で
高
雷
廉
遁
の
毛
世

祭
に
摘
霊
さ
れ
て
掲
参
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
こ
と
か
高
州

府
知
府
の
張
兆
鳳
が
管
復
を
か
ば
っ
て
、
し
ば
し
ば
毛
世
楽
に
管

復
の
扱
い
に
手
加
減
を
し
て
く
れ
る
よ
う
た
の
み
込
ん
だ
。
そ
こ

で
毛
世
策
は
張
兆
鳳
を
も
管
復
と
一
緒
に
し
て
掲
参
し
た
。
つ
い
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で
毛
世
祭
と
張
兆
鳳
が
相
前
後
し
て
省
域
に
や
っ
て
来
た
時
按
察

使
の
責
文
燥
が
街
門
内
に
一
席
設
け
て
、
毛
世
祭
を
招
い
て
酒
宴

を
催
し
、
張
兆
鳳
と
仲
直
り
す
る
よ
う
強
要
し
た
。
毛
世
祭
は
、

『
法
の
定
め
で
は
掲
参
す
べ
き
こ
と
な
の
で
、
(
こ
の
慮
分
は
)

も
と
も
と
私
情
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
仲
直
り
の
必
要
は
な

い。』
と
い
っ
た
。
責
文
燐
は
顔
色
を
か
え
て
立
上
る
と
す
ぐ
さ
ま
張
兆

鳳
を
促
し
て
そ
の
場
を
去
り
一
緒
に
飲
ん
で
散
曾
し
た
。

贋
東
に
於
け
る
観
風
整
俗
使
の
設
置
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と

の
一
つ
は
、
本
来
、
準
巨
の
行
う
べ
き
地
方
撃
官
・
教
職
や
土
子
・

生
員
の
数
化
の
任
務
が
糊
風
整
俗
使
に
も
委
譲
さ
れ
て
い
る
鮎
で
、

慶
東
に
於
け
る
使
歓
の
設
置
が
撃
臣
制
度
の
上
に
も
何
ら
か
の
闘
係

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て

は
、
荒
木
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
賛
言
を
必
要
と

@
 

し
な
い
で
あ
ろ
う
。

庚
東
に
於
け
る
翻
風
整
俗
使
は
'
括
正
十
年
十
二
月
焦
新
年
が
順
天

府
否
ノ
に
輔
出
す
る
に
際
し
て
裁
去
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
観
風
整
俗
使
は
薙
正
十
一
年
十
二
月
福
建
使

依
の
裁
去
を
最
後
に
蚕
を
史
乗
か
ら
消
し
去
る
に
至

っ
た
の
で
あ

る
。
裁
去
の
理
由
は
漸
江
の
場
合
に
、
前
に
言
及
し
た
理
由
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
他
の
場
合
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
こ
れ
と
断
--
ュ
口
は
出
来
な
い
が
、
督
撫
・
布
按
・
率
臣
な
ど
と

の
聞
に
予
期
し
な
い
摩
擦
が
お
こ
る
こ
と
が
多
く
、

企
て
た
は
ず
の

政
治
の
固
滑
化
が
却
っ
て
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
よ
り
大
き
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

四

観
風
整
俗
使
の
設
置
を
み
た
の
は
上
述
の
四
地
方
で
あ

っ
て

そ
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の
他
の
地
方
に
は
つ
い
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の

他
に
も
政
治
上
に
問
題
を
は
ら
む
地
方
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
地
方
に
設
け
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
設
置
の
気
構
え
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
か

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
世
宗
貫
録
・
巻
入
二
・
薙
正
七
年
六

月
壬
寅
の
傑
に
、

議
慶
西
省
在
京
之
官
員
も
接
慶
西
事
政
衛
昌
績
奏
稽
『
与
省
風
俗

即
該
省
郷
紳
之
在
京
居
官
候
補
者

亦
稽
『
本
地
紳
土
庶
民
揃
洗
積
習
、
未
能
駿
除
。
臆
設
観
風
整
俗

潰
滴

而
紳
土
貫
潟
首
倍
。
』

使
、
以
司
化
導
。
』
等
語
。



と
あ
り
、
慶
西
出
身
の
官
員
達
か
ら
慶
西
に
も
観
風
整
俗
使
の
設
置

方
を
奏
請
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
謝
し
て
薙
正
帝
の
と
っ
た
態
度
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。
前
文
に
引
績
い
て
、

股
観
。
慶
西
乃
遼
遠
小
省
、
通
籍
於
朝
者
、
本
不
多
人
、
而
其
中

卸
有
謝
済
世
・
陸
生
棉
者
、
狂
惇
携
凌
、
目
無
法
紀
。
則
該
省
風

俗
之
薄
劣
、
郎
此
可
見
失
。
今
御
史
陳
弘
謀
等
請
照
衛
昌
績
所

奏
、
設
立
観
風
整
俗
使
。
濁
不
思
爾
等
果
能
於
忠
孝
瞳
譲
之
道
、

身
櫨
力
行
、
以
潟
衆
人
之
模
楢
、
而
又
各
教
訓
其
子
弟
、
各
規
勘

其
郷
策
、
則
小
民
慕
義
務
風
、
観
感
興
起
、
風
俗
自
日
踊
於
淳

厚
。
若
不
能
端
本
澄
源
、
軒
先
表
率
、
而
望
乗
鐸
司
教
之
官
家
聡

戸
瞬
、
使
之
改
過
遷
善
、
易
俗
移
風
、
所
謂
逐
末
而
忘
其
本
也
。

と
あ
る
。
賢
西
の
風
俗
の
よ
か
ら
ぬ
こ
と
は
、
さ
し
て
多
く
も
な
い

朝
籍
に
名
を
つ
ら
ね
る
も
の
の
中
か
の
謝
済
世
・
陸
生
栴
の
輩
を
出

し
て
い
る
と
と
で
も
わ
か
る
が
、
是
正
策
と
し
て
の
観
風
整
俗
使
設

置
の
願
が
、
首
然
郷
黛
の
師
表
と
な
る
べ
き
賓
西
出
身
官
員
の
手
に

出
た
こ
と
が
薙
正
帝
…に
と

っ
て
快
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ

お
前
た
ち
が
率
先
し
て
郷
土
の
風
俗
を
端
す
の
が
本
来
な
の

で

そ
れ
を
サ
ボ

っ
て、

天
子
に
す
べ
て
の
責
任
を
お
し
か
ぶ
せ
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て、

「
乗
鐸
司
教
の
官
」
を
涯
遣
し
て
、
民
風
の
改
善
工
作
を
す
る

ょ
う
願
い
出
る
な
ど
は
、
責
任
逃
れ
も
甚
だ
し
く
、
物
事
の
枝
葉
の

こ
と
ば
か
り
に
か
ま
け
て
、
大
切
な
根
本
を
忘
れ
る
こ
と
だ
と
怒
を

ぶ
ち
ま
け
て
い
る
。
e

願
は
つ
い
に
と
り
あ
げ
る
と
と
ろ
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。
薙
正
帝
の
ツ
ム
ジ
曲
り
的
な
性
格
が
ち
ょ

っ
ぴ
り
の
ぞ
い

て
い
る
よ
う
で
面
白
い
。

又
、
直
隷
も
天
下
の
中
心
と
し
て
旗
民
雑
虞
の
地
で
あ
り
、
強
い

も
の
が
弱
い
も
の
を
虐
げ
る
こ
と
が
一
般
の
風
と
な
り
、
風
俗
も
淳

厚
と
は
い
い
が
た
い
地
方
で
あ
っ
た
。
天
下
が
一
つ
の
道
徳
の
下
に

お
膝
元
の
直
隷

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
た
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ

り
と
て
直
隷
は
直
接
天
子
の
感
化
で
と
い
う
自
寧
心
か
ら
、
観
風
整

樹
つ
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
と
す
る
薙
正
帝
に
と

っ
て、
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俗
使
を
設
置
す
る
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
史
を
一
抵

遺
し
て
巡
査
せ
し
め
る
に
と
ど
め
、
薙
正
四
年
十
月
、
大
事
土
・
九

卿
に
定
議
せ
し
め
て
同
年
十
一
月
具
瞳
化
さ
れ
て
貫
行
に
移
さ
れ

た
こ
の
貼
か
ら
考
え
て
、
翻
風
整
俗
使
の
設
置
は
、
あ
る
一
定
の
見

透
し
の
下
に
行
わ
れ
、
恒
久
性
を
も
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
差
嘗
っ
て
問
題
の
あ
る
地
方
に
設
置
し
て
み

た
上
で
効
果
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
す
る
臨
機
の
鹿
置
で
あ
っ
た
と
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い
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
効
果
が
あ
が
れ
ば
順
次
他
に
も
及
ぼ

さ
ん
と
す
る
気
構
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

上
、
と
か
く
督
撫
・
布
按
な
ど
の
地
方
官
と
の
聞
に
摩
擦
を
ひ
き
お
こ

す
危
険
の
方
が
よ
り
大
き
な
も
の
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
功
罪
相

何
分
そ
の
性
質

ひ
き
く
ら
べ
て
効
果
の
方
が
疑
問
に
な
っ
て
来
た
と
と
が
、
機
曾
あ

る
ご
と
に
使
歓
が
裁
去
さ
れ
て
い

っ
た
原
因
で
は
な
い
か
と
思
う
。

む

び

す

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
い
う
と
と

が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

観
風
整
俗
使
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
新
江
・
稿
建
・
湖
南
・
慶
東

の
四
省
分
で
、
設
置
期
聞
は
殆
ん
ど
が
短
期
間
で
あ
る
。
設
置
に
は

そ
れ
ぞ
れ
あ
る
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
は
居
る
が
、
す
べ
て
元
明
以
来

朝
廷
に
と
っ
て
頭
痛
の
種
で
あ
っ
た
地
方
で
あ
る
。

し
か
し
慶
西
に

結
局
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
観
風
整
俗
使

の
設
置
は
薙
正
帝
個
人
の
怒
意
に
よ
る
面
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

観
風
整
俗
使
に
は
雑
多
な
事
務
が
お
し
か
ぶ
せ
ら
れ
、
お
よ
そ
政

治
に
関
係
あ
り
と
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
見
聞
す
る
と
こ
ろ

は
す
べ
て
皇
帝
に
報
告
す
る
権
利
と
義
務
を
有
し
、
督
撫
に
製
肘
さ

れ
る
こ
と
な
く
果
断
の
虞
置
を
と
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
、
い
わ
ば
督

撫
に
封
す
る
お
目
付
役
的
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な

っ
た
@
そ
こ
で

督
撫
と
協
調
し
な
が
ら
任
務
を
全
う
す
る
こ
と
の
出
来
得
る
適
任
者

を
み
つ
け
出
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
こ
と
に
な

っ
て
来
る
。
あ
ま
り

に
や
り
手
す
ぎ
る
と
督
撫
の
檎
限
に
ま
で
容
吸
す
る
こ
と
に
な
り
、

ひ
い
て
は
一
省
内
の
ご
た
ご
た
の
原
因
と
も
な
り
、
優
柔
不
断
に
す

ぎ
れ
ば
有
名
無
買
の
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。
又
、
観
風
整
俗
使
の
設

置
は
難
治
を
も
っ
て
な
る
土
地
を
督
撫
に
任
せ
き
る
の
は
気
の
毒
だ

と
い
う
務
正
帝
の
善
意
に
出
遺
し
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
督
撫
の
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立
場
か
ら
す
れ
ば
、
結
局
自
分
は
皇
帝
に
政
治
力
を
買
わ
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。
従

っ
て
観
風
整
俗
使
と
の
聞
に
表
面
立
た
ぬ
に
せ
よ
、
あ

る
種
の
反
目
が
出
来
る
の
は
自
然
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

と
こ
に
漁
期
し
た
ほ
ど
の
成
果
が
あ
が
ら
ず
次
々
に
使
飲
が
裁
去
さ

れ
た
理
由
が
あ
る
。
皇
帝
と
人
民
と
の
聞
に
介
在
す
る
複
雑
な
政
治

機
構
に
よ
っ
て
な
り
立

っ
て
い
る
濁
裁
政
治
の
中
で
、
地
方
末
端
の

事
情
ま
で
を
直
接
に
天
子
が
把
握
せ
ん
と
し
て
も
そ
れ
は
無
理
で
、

末
端
の
こ
と
は
結
局
地
方
官
に
任
せ
て
、
彼
紘
一
寸
を
信
頼
し
て
お
か
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
れ
が
粗
鋼
裁
政
治
の
一
つ
の
限
界
で
も
あ
る

c

薙
正

時
代
に
於
け
る
観
風
整
俗
使
の
設
置
・
鹿
止
を
め
ぐ
る
動
き
は

そ
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観風整俗使一覧表

ょとう薙正時
10 5 10 11 

滋 江 ト《王園練))-1-((許容》ート一一《禁仕舶》

2 
調 建 《劉師恕》

12 

2 7 
湖 南 《李徽》

12 12 
慶 東 《焦新年》

ホ表内のアラピヤ数字はその年次に於ける月次を示す。

の
意
味
で
濁
裁
政
治
の
一
限
界
を
私
た
ち
に
語
り
か
け
る
も
の
で
あ

ろ
う
。〔

補
注
〕

①
小
野
和
子
「
清
初
の
思
想
統
制
を
め
ぐ
っ
て
」

一一一)
荒
木
敏
一
「
薙
正
時
代
に
於
け
る
皐
臣
制
の
改
革
|
主
と
し
て
其
の
任

用
法
を
中
心
と
し
て
|
」
(
東
洋
史
研
究
十
八

1
=一)

宮
崎
市
定
「
嘉
正
時
代
地
方
政
治
の
賓
欣
|
株
批
議
旨
と
鹿
州
公
案
」

(
東
洋
史
研
究
十
八

l
一
二
)

清
稗
類
紗
省
二
七
に
は
断
江
に
於
け
る
郷
・
曾
誌
の
停
止
と
観
風
整
俗

使
の
設
置
を
同
時
の
乙
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
居
る
。

嘉
正
丙
午
(
四
年
)
九
月
。
世
宗
以
新
江
風
俗
涜
潟
、
特
授
光
線
寺
卿

王
国
棟
、
居
刷
新
江
観
風
整
俗
使
。
並
停
断
江
郷
・
曾
試
。
蓋
以
文
字
獲

罪
之
迂
景
威
・
査
鯛
庭
皆
新
人
也
。

小
野
和
子
前
掲
論
文
。

珠
批
識
旨
李
衛
五
年
二
月
十
七
日
摺
参
照
。

珠
批
論
旨
王
園
棟
《
珠
批
》
に
、

紹
興
悪
習
之
反
遜
於
杭
・
嘉
・
朔
者
、
葦
縁
生
事
不
法
之
徒
皆
出
在
外

故
也
。

世
宗
貫
録
・
各
九
七
・
薙
正
八
年
六
月
、

議
内
閣
。
:
:
:
断
省
素
稽
人
文
極
盛
之
直
。
今
年
曾
試
、
殴
加
恩
取
中

至
七
十
名
、
而
一
甲
三
人
、
悉
登
新
士
。
或
者
士
子
之
心
、
不
完
払
打
帽
桐

之
領
。

園
朝
者
献
類
徴
・
初
編
沼
・
本
停
。

(
東
洋
史
研
究
十
八
|

② ③ ① 
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⑦①⑤  ③ ① 
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⑬ 

珠
批
論
旨
・
李
街
・
抗
措
正
五
年
六
月
二
十
七
日
。
叉
抗
措
正
帝
自
身
も
後
任

者
許
容
に
王
国
情
慨
を
手
本
に
す
る
よ
う
次
の
よ
う
に
訓
議
し
て
い
る
。

《
株
批
》

王
闘
機
観
風
雨
車
問
、
可
調
室
韓
首
。
汝
宜
事
事
循
倣
而
行
。

(
珠
批
論
旨
・
許
容
・
務
正
五
年
六
月
十
五
日
)

園
朝
高
百
献
類
徴
・
初
編

η
・
王
国
棟
待
。

世
宗
寅
録
・
巻
七
二
・
務
正
六
年
八
月
丁
未
。

珠
批
議
旨
・
李
衛
・
薙
正
五
年
三
月
二
十
四
日
。

清
史
稿
・
列
停
沌
・
察
仕
舶
開
伸
。

奈
仕
航
原
非
大
才
、
亦
因
卿
葵
而
始
加
陸
擢
。
然
其
心
術
尚
不
至
差
謬
。

(
珠
批
論
旨
・
李
衛
・
目
指
正
七
年
八
月
十
一
日
摺
・
珠
批
)

奈
仕
仙
一
一
仮
虚
俗
、
験
所
深
悉
。
前
骨
川
伊
子
科
考
、
曾
渇
孫
園
爾
、
向

程
元
章
請
託
。
邸
比
一
節
而
論
、
則
其
品
行
卑
汚
可
見
失
。
(
珠
批
論

旨
・
李
衛
・
務
正
八
年
四
月
十
五
日
摺
。
珠
批
)

清
史
稿
・
列
脚
内
市
・
奈
仕
舶
停
。

清
史
稿
・
列
停
沌
・
奈
仕
仙
待
。

上
議
目
。
幅
削
江
風
俗
己
漸
改
移
。
叉
有
総
督
李
街
、
善
於
訓
導
。
不
必

⑬ ⑬ ⑬ ⑫ @  ⑫⑬  

再
選
観
風
前
監
俗
使
。

世
宗
質
鍛
・
翁
七
七
・
凝
正
七
年
二
月
壬
午
及
び
甲
申
の
w
開
。

世
宗
貫
録
・
容
五
一
・
薙
正
四
年
十
一
月
乙
未
。

清
史
稿
今・
列
停
刊
川
・
李
徽
停
。

世
宗
寅
録
・
巻
一
三
八
・
薙
正
十
一
年
十
二
月
壬
成
。

清
史
稿
・
列
停
沌
・
李
徽
停
。

世
宗
貫
録
・
巻
八
九
・
薙
正
七
年
十
二
月
戊
申
。
大
清
曾
曲
門
事
例
・
倉

三
六
六
・
離
部
屋

4

校
・
由
学
校
設
官
。

皇
朝
遁
考
・
倉
七

O
。
事
校
考
八
・
直
省
郷
黛
之
率
。
な
お
、
荒
木
氏

前
掲
論
文
参
照
。

⑧
清
史
稿
・
列
開
博
司
・
焦
新
年
停
。

⑫
荒
木
敏
て
前
掲
論
文
。

〔
附
記
〕
こ
の
論
文
は
、
昭
和
三
十
一
年
以
衆
参
加
し
て
い
る
、
京
都
大
事

人
文
科
事
研
究
所
嘉
正
珠
批
議
旨
研
究
班

K
於
け
る
一
成
果
で
あ
る
。
御
指

導
下
さ
っ
た
詩
先
生
方
に
厚
く
御
趨
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(
昭
和
三
十
八
年
十
月
十
日
稿
了
。
)

@@⑬⑬  ⑫ 
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